
講義種別：実技

回 課題内容 備考

【持ってくるもの】

クロッキー帳、鉛筆（毎回）

ピーマン１個、デッサン用紙

デッサン用紙

デッサン用紙

デッサン用紙

靴、デッサン用紙

カレースプーン、デッサン用紙

カルトン、デッサン用紙

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

人物クロッキー

牛骨と楽器①

牛骨と楽器②

人物クロッキー

牛骨と楽器③

牛骨と楽器④
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人体クロッキー（手）

人物クロッキー

9

静物（布）

静物（靴）

静物（金属）

静物（ピーマン）

人物クロッキー

静物（紙コップ）

担当者実務経験：デザイン事務所勤務後、フリーランスイラストレーターとして活動。

到
達
目
標

鉛筆デッサンを通してものを見る力＝観察眼を鍛え、作画の基本技術を高める。

授業内容

1

ガイダンス

イラストレーション科 講師名：よしもとりえ

科目名：描写Ⅰ
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



講師名： よしもとりえ

１年 後期

講義種別： 実習

到達目
標

回 授業内容 課題内容 備考

ガイダンス、プロフィールシート デッサンの必要性、

物の形の記憶／自転車をクロッキー 日常での物の見方を考える

鉛筆の使い方（削る、線を引く、塗る、ハッチング） 道具の使い方を学び、

手をスケッチ 実際に描き始める。

モデルクロッキー① 月に１回程度、互いにモデルを

しながら人物を短時間クロッ
キー

りんご 細密デッサン。

紙コップと磁器の白カップ 素材の違う白い円柱を

描き分ける。

モデルクロッキー②
人物の形を追いながら、服
の

シワも描く。

ビー玉とフェルトボール 素材の違う球体を

描き分ける。

布で包んだ箱 固い部分、柔らかい部分を

表現する。

ビンと布
形、素材の違いを表現す
る。

モデルクロッキー③ 短時間に正確に描く事を

目指す。

牛骨とギター① 牛骨かギターを２回分の時間で

デッサンする。

牛骨とギター②

モデルクロッキー④ 短時間に多くの情報を

描けるよう手を早める。

牛骨とギター③ 牛骨とギターを交代して

デッサンする。

牛骨とギター④

成績評
価

2

3

デッサンを通じて、全ての基礎となるものの見方、表現方法を学ぶ

1

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。各授業の3分の2以上を
出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上    B評価）70～79点    C評価）60～69点    D評価）不合格

イラストレーション科

描写Ⅰ

担当者実務経験：現役イラストレーター
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講義種別：実習

回 課題内容 備考

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

紙粘土模刻に着彩

アクリルガッシュ

水彩スケッチブック

透明水彩

B3画用紙水張り

透明水彩

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

モチーフ着彩（グラスとスプーン）①

モチーフ着彩（グラスとスプーン）②

卓上着彩①

卓上着彩②

モチーフ着彩（パン）

複数モチーフ着彩（野菜もしくは果物２種）
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モチーフ着彩（黒背景パプリカ）

モチーフ着彩（玉ねぎ）

9

模刻・着彩 ①

模刻・着彩 ②

模刻・着彩 ③

モチーフ着彩（バナナ）

モチーフ着彩（リンゴ）

モチーフ着彩（パプリカ）

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆モチーフを観察することによって発見した固有の表情を着彩で表現する
◆陰影と固有色の関係を理解して描写する
◆ポートフォリオに載せられる作品を作る

授業内容

1

オリエンテーション

水張り&原色＋補色

イラストレーション科 講師名：河西香織

科目名：　描写Ⅱ
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



講義種別：実技

回 課題内容 備考

毎回、画材やそれぞれの材料が
必要になります。

毎回クロッキー帳が必要です。忘
れ物に注意！

色鉛筆、用紙

水彩絵の具、水彩紙

アクリル絵の具、Tシャツ

ミリペン等、色紙

それぞれ必要な材料

それぞれ必要な材料

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

立体作品

立体作品

立体作品

額装制作

額装制作

額装制作
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水彩画

アクリル画（Tシャツ）

9

アクリル画（Tシャツ）

細密画

細密画

色鉛筆

色鉛筆

水彩画

担当者実務経験：デザイン事務所勤務後、フリーランスイラストレーターとして活動。

到
達
目
標

様々な素材や画材に触れることにより、自分の適性を見極め、技術を高める。

授業内容

1

ガイダンス

自己紹介イラスト

イラストレーション科 講師名：よしもとりえ

科目名：表現
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

透明水彩を使った抽象的なイラストレーション　①

透明水彩を使った抽象的なイラストレーション　②

透明水彩によるリアルなイラストレーション　①

料理と器をモチーフに

透明水彩によるリアルなイラストレーション　②

透明水彩によるリアルなイラストレーション　③

透明水彩を使ったコントラストのあるイラストレーション　①

ありえない風景をモチーフにした胃rすとれーション

透明水彩を使ったコントラストのあるイラストレーション　②

パステルとミリペンによる人物表現　①

パステルとミリペンによる人物表現　②

パステルとミリペンによる人物表現　③

アクリルガッシュを使った切り絵によるイラストレーション　①

アクリルガッシュを使った切り絵によるイラストレーション　②

アクリルガッシュを使った切り絵によるイラストレーション　③

クレヨンを使った技法サンプル集の作成　①

クレヨンを使った技法サンプル集の作成　②

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格
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担当者実務経験：　短期大学デザイン学部教員

講師名：　杉森　孝

科目名：画材表現

透明水彩絵の具、パステル、アクリルガッシュなど一般的な画材を使ったイラストレーションの表現技法を身につける

イラストレーション科



講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

①作品コンセプトの決定
②ラフスケッチ
資料収集〜
③下描き

①下描き〜制作

①制作〜完成

①色入れ〜完成へ

①下描き〜色入れ

①色入れ〜完成へ

①必要な素材の調達
②土台作図
③制作

①制作
②土台へ貼込

①色入れ〜完成へ

①ピカソ・ブラックの作品
資料収集②風景スケッチ
③キュビスムで下描き
　　　　〜色入れスタート

①前回の風景をさらに単純
化
②下描き
　（テクスチュアのバラン
ス決定）③制作スタート

①制作〜完成へ

①作品コンセプト、表現の
様式、
　　モチーフの決定
②資料収集
③ラフスケッチ
④下描き〜色入れスタート

担当者実務経験：二科会デザイン部会員・審査員
　　　　　　　　　　　香蘭女子短期大学　ファッション総合学科

イラストレーション科 講師名：杉森　孝

科目名：画材表現
□１年生
■２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

到

達

目

標

印象派やキュビスムなどの美術史上の表現形式を辿りながら、主にアクリル絵具の様々な使い方を知る。

授業内容

1

印象派の色使いについて⑴

印象派の作品から、色使いやタッチを参考にしてイラストを制作

①印象派作品資料収集
②モティーフ決定
③下描き〜色入れスタート

2

印象派の色使いについて⑵

印象派の作品から、色使いやタッチを参考にしてイラストを制作

3

キュビスムから抽象表現へ⑴

ピカソ、ブラックの作品を参考にしながら学内（学外）風景をキュビスムでイラストを制作する。

4

キュビスムから抽象表現へ⑵

ピカソ、ブラックの作品を参考にしながら学内（学外）風景をキュビスムでイラストを制作する。

5

テクスチュアによる表現⑴

キュビスムによる風景をさらに単純化し、テクスチュアを利用しながら表現する。

6

テクスチュアによる表現⑵

キュビスムによる風景をさらに単純化し、テクスチュアを利用しながら表現する

7

アクリル絵の具とクレヨンを使ったイラストレーション⑴

クレヨンとアクリル絵の具と組み合わせて
イラストを制作する。

8

アクリル絵の具とクレヨンを使ったイラストレーション⑵

クレヨンとアクリル絵の具と組み合わせて
イラストを制作する。

9

ペインティングナイフによる表現⑴

ペインティングナイフによるマチエールを活かしたイラストを制作

10

ペインティングナイフによる表現⑵

ペインティングナイフによるマチエールを活かしたイラストを制作

11

ジェッソによる下地制作⑴

代表的なアクリルジェッソによる下地の作り方について、テストピースの制作

12

ジェッソによる下地制作⑵

アクリルジェッソによる下地の作り方についてテストピースの制作

13

下地を活かしたイラストレーション⑴

コンセプトに基づいた作品を下地制作〜完成までの全行程を体験する

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

下地を活かしたイラストレーション⑵

コンセプトに基づいた作品を下地制作〜完成までの全行程を体験する

15

下地を活かしたイラストレーション⑶

コンセプトに基づいた作品を下地制作〜完成までの全行程を体験する

https://drive.google.com/open?id=1xs9O8YgBSAffyoUs8nl2G6suN1HFTa0W&authuser=1


講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格
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授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

1CIL-A/1CM・1MP・1MA/1IL・1LD/1CIL-B/1G・1GC 講師名：辻　政之

科目名：色彩・平面構成
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

クリエーターに必要不可欠な色彩学の基礎を習得する
クリエーターに必要となる平面構成の表現方法/技法を習得する

オリエンテーション　　　色彩学の基礎 講義

色彩プリント

色彩プリント/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

準備課題

準備課題/水張り

準備課題

準備課題/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３　　　完成　　講評



□1年　　□2年　　□3年 　□前期　　□後期

講義種別：□実　習□講　義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

5

講師名：科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業内容と進め方。製図用具の使い方。　課題の作成方法。

線、円の基本作図練習

線の分割の角の分割　その活用

活用例

活用例

内接正多角形　一辺からなる正多角

円弧と直線　 曲線　スパイラル

比率と数列による作図、黄金分割、

応用課題

立体図学概要と種類、投影図法３面図

三面図→軸測投影図法（アイソメトリック）

展開図　２　展開図からの立体製作　パッケージを作ってみよう

展開図　１　基本

透視図概要／平行透視図

平行透視図応用

有角透視図基礎　

有角透視図応用　実践的パース

陰影透視図基礎

まとめと復習　

デザインや創作活動に必要な造形原理や法則の理解により、創造力の幅を広げる
手書きによる正確で丁寧な作図の習得で表現の基礎力を身につける
段取りを考えた効率的な作業とレイアウト、バランス感覚の習得

工業デザイン事務所、家電メーカー、 イタリア建築事務所を経て独立、

雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィックデザイン、デザイン企画等。

2023　基礎学科 　　図学図法    税田瑞江

平面図学作図

創作応用課題

創作課題

作図から制作

立体図学作図

立体図学作図

作図

作図

担当者実務経験：



１年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－１

レクチャー・実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－２

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－３

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－４

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－５

講評

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－１

レクチャー・実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－２

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－３

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－４

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－５

講評

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－１

レクチャー・実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－２

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－３

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－４

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－５

講評

成
績
評
価

13

14

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

3

4

5

6

7

8

9

1

2

10

11

12

共通科目 講師名：楠原彰経

科目名：立体構成

担当者実務経験：美術予備校講師、造形作家

立体的な構成感覚の向上と、それに伴う造形技術の習得。





１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

Photoshop

ミニフォトカード

Illustrator

web用パーツの作成・保存

Photoshop

立体ポップのデザイン

Illustrator

グラフデザインのカスタマイズ

Photoshop

フィルターで作るブックカバー

Illustrator

名刺のデザイン

Photoshop

写真の合成

Illustrator

写真を配置したDM

Photoshop

コラージュポストカード制作

Illustrator

見開きパンフレットのデザイン

Photoshop

web用の画像の保存と書き出し

Illustrator

検定対策

Photoshop

検定対策

Illustrator

検定対策

Photoshop

検定対策

成
績
評
価

担当者実務経験：フリーランスイラストレーター／Adebe講師

講師名：大島　遊季

科目名：Adobe検定

Adobe検定（イラストレーター・フォトショップ）の合格

共通科目

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

5



講義種別：　講義

回 課題内容 備考

成
績
評
価

担当者実務経験： 　DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター

イラストレーション科 講師名：萩原　誠

科目名：カルチャー史論
■１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

到

達

目

標

ポピュラーミュージック、ファッション、近代アートの歴史を中心として、その背景にある政治・経済など数々の社会問題を知り一般教養
を身につける

授業内容

1

講師自己紹介、サブカルチャーの歴史をなぜ学ぶのか？

2

大航海時代と植民地、 西洋の文化と東洋の文化　幕末の日本の立場

3

アメリカ大陸への移住と開拓　ブルースやジャズの流行　ヨーロッパの白人文化とアフリカの黒人文化

4

戦後の価値観とベビーブーム　ダンスミュージックとしてのジャズとR&B

5

50年代のアメリカロックンロール 　白人の若者が黒人の音楽に触れることによって起きる問題

6

50年代のアメリカロックンロール 　白人の若者が黒人の音楽に触れることによって起きる問題

7

第二次大戦と戦後の零戦　民主主義、資本主義、社会主義、共産主義とは

8

第二次大戦と戦後の零戦　なぜ民主主義と社会主義が対立するのか

9

60年代のイギリスロック　イギリスとはどんな国なのか？

10

60年代のイギリスロック　イギリスの若者　60年代のアメリカ

11

60年代のアメリカ　モータウンサウンドとイギリスのロックの台頭

12

映画マルコム X　マルコムXの生涯を見ることでアメリカの差別問題とその影響を学ぶ

13

映画マルコム X　マルコムXの生涯を見ることでアメリカの差別問題とその影響を学ぶ

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

試験

15

後期授業まとめ、試験のおさらい



□1年　　■2年　　□3年 　■前期　　□後期

講義種別：
□実　習
■講　義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

イラストレーション科 講師名：萩原　誠

カルチャー史論

ポピュラーミュージック、ファッション、近代アートの歴史を中心として、その背景にある政治・経済など数々の社会問題を知り一般教養を身につける

授業内容

担当者実務経験： 　DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター

映画マルコムXを題材に公民権運動を考える前編

1

8

9

映画マルコムXを題材に公民権運動を考える後編

50年代60年代のおさらい

70年代ロック（グラム、メタル、プログレ）その１

70年代ロック（グラム、メタル、プログレ）その２

70年代ニューソウル＆ファンク

レゲェ　その１

15

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

70年代パンク　その１

70年代パンク　その２

70年代〜80年代ニューウエーブ

80年代ヒップホップ　その１

80年代ヒップホップ　その２

期末試験

レゲェ　その２

試験の答え合わせとまとめ



講義種別： 講義

回 課題内容 備考

映像鑑賞

映像鑑賞

テーマ：任意のデザインの歴史について

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

ZINE制作①

ZINE制作②

ZINE制作③

ZINE制作④

ZINE制作⑤

講評
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

ウィーン工房〜アール・デコ

ウィーン工房〜アール・デコ

9

インダストリアルデザイン〜ミッドセンチュリー

イームズチェアスケッチ

CIデザイン〜東京オリンピック

言葉を超えた視覚サイン 東京五輪から半世紀・第３回

ヒプノシス〜現代

ウィアムモリス模写・オマージュ制作①

ウィアムモリス模写・オマージュ制作②

ウィアムモリス模写・オマージュ制作③

担当者実務経験：ジュエリーデザイナーとして３年間従事

到
達
目
標

・デザインの歴史を学ぶことによって、自身の制作に新たな視点を取り入れる。
・オマージュ制作を通して優れたデザインの特徴を知る

授業内容

1

オリエンテーション

産業革命とアーツ＆クラフツ運動

共通科目 講師名：河西 香織

科目名：デザイン史
□１年生
■２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



講義種別：

回 課題内容 備考

個人と面談

人物

次回までに50ドローイング

静物

次回までに50ドローイング

イメージの具現化
制作状況みて次回講評か判断

イメージの可視化

写真からペインティングへ

自主制作課題

それぞれ別課題へ

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

成
績
評
価

担当者実務経験：

到
達
目
標

人物ドローイング

作家としての自主制作性の向上

授業内容

1

制作とは

イラストレーション科 講師名：鳥越一輝

科目名：イラストレーション基礎
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

対象からの想像

対象からの想像

9

10

7

8

自主課題

11

12

13

14

15

2

3

4

5

6

静物ドローイング

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

写真からの表現

写真からの表現　講評

自主課題

自主課題

自主課題

自主課題

自主課題

自主課題

自主課題



講師名：   小宮貴一郎

1年 後期

講義種別： 実習

到達目標

回
授業内容

課題内容 備考

講師自己紹介、学生へのヒアリング、イラストレーター、 練習課題（自転
車、

職業の基本解説 馬など）

イラストレーター紹介（原田治） カットイラスト

前回のおさらい、仕事の考え方、授業方針の説明

イラストレーター紹介（森本美由紀） 課題講評会予定

講評会解説、仕事におけるコミュケーション解説

イラストレーター紹介（湯村輝彦） 課題設定

技術、思考力の訓練に役立つ解説、課題解説

イラストレーター紹介（未定） 課題講評会予定

講評会、解説

イラストレーター紹介（未定） 課題設定

人物の描き方 1、課題解説

イラストレーター紹介（未定） 課題講評会予定

人物の描き方 2、解説

イラストレーター紹介（未定） 課題設定

動物の描き方 1、課題解説

イラストレーター紹介（未定） 課題講評会予定

ディフォルメについて、解説

イラストレーター紹介（未定） 課題設定

受注と発注についての課題 1、解説

イラストレーター紹介（未定） 課題講評会予定

受注と発注についての課題 2、解説

イラストレーター紹介（未定） 課題設定

受注と発注についての課題 3、課題解説

イラストレーター紹介（未定） 課題講評会予定

受注と発注についての課題まとめ、解説

イラストレーター紹介（未定）

著作権について解説、

イラストレーター紹介（未定）

イラスト技法の紹介、解説

成績評価
出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。 A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）
60～69点  D評価）不合格

教科名：イラストレーションⅠ

担当者実務経験：現役イラストレーター

10

11

12

13

14

5

6

7

8

9

プロのイラストレーターになるために自身を育てる力を身につける。
（技術、思考、観賞など）

1

2

3

4

イラストレーション科

15



講義種別：　実習　講義

回 課題内容 備考

課題設定

講評会

課題設定

講評会

テクニック解説と仕事への応用、構図3（課題、講評会を含む） 課題設定

講評会

課題設定

講評会

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

テクニック解説と仕事への応用、色3（課題、講評会を含む）	

15

まとめと授業の参考図書紹介

12

テクニック解説と仕事への応用、色1（課題、講評会を含む）

13

テクニック解説と仕事への応用、色2（課題、講評会を含む）

10

著作権他、イラストレーターの禁忌などについて

11

テクニック解説と仕事への応用、構図4（課題、講評会を含む）

8

テクニック解説と仕事への応用、構図2（課題、講評会を含む）

9

6

テクニック解説と仕事への応用、光と影2（課題、講評会を含む）	

7

テクニック解説と仕事への応用、構図1（課題、講評会を含む）

4

テクニック解説と仕事への応用、被写体の演出3（課題、講評会を含む）

5

テクニック解説と仕事への応用、光と影1（課題、講評会を含む）	

2

テクニック解説と仕事への応用、被写体の演出1（課題、講評会を含む）

3

テクニック解説と仕事への応用、被写体の演出2（課題、講評会を含む）

到
達
目
標

技術、思考、観賞力の向上を通じてプロのイラストレーターになるために自身を育てる力を身につける。
また、自身のイラストレーターとしてのセールスポイントを見定める。

授業内容

1

授業方針、成績基準、課題ルールの説明。授業内容の予告。

線について、練習方法の紹介。

担当者実務経験：現役フリーランスイラストレーター

イラストレーション科 講師名：小宮　貴一郎

科目名：イラストレーションⅠ ２年生 前　期



講義種別： 演習

オリエンテーション

イラストレーション技法①

自然や風景のイラスト

イラストレーション技法①

自然や風景のイラスト

イラストレーション技法①

自然や風景のイラスト

イラストレーション技法①

自然や風景のイラスト

イラストレーション技法①

自然や風景のイラスト

課題提出・講評

プレゼンテーション

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

イラストレーション技法②

人物・ファッションイラスト

課題提出・講評

プレゼンテーション

総評

成
績
評
価

9

10

7

8

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

11

14

15

12

13

2

3

4

5

6

1

よしもと　りえイラストレーション科

科目名：イラストレーションⅡ ２年 後期

担当者実務経験：現役イラストレーター

到
達
目
標

様々なタッチのイラストレーション技法を習得し、自身の得意な表現をみつける



3年 前期

到達目

標

回 授業内容 課題内容 備考

ガイダンス

アイキャッチコンペ①／イベント打ち合わせ①

アイキャッチコンペ②

卒制について①

タッチの描き分け①

イベント準備

イベントレポート

タッチの描き分け②

オリジナルイラスト商品のネットショップを開く

（Tシャツメインで無料のネットショップを開設）

卒制について②

立体作品制作「光るアート」

仮のアートコンペ／決められたテーマで競う 参考写真（風景 ）

「風景と人」 ２点以上を作品 と

一緒に提出

成績
評価

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。  A評価）80点以上    B評価）70～79点    C評
価）60～69点    D評価）不合格

10

11

12

13

14

5

6

7

8

9

オリジナリティを発揮しながら、様々なタイプの発注に応え、個性を固めていく。様々な体験の中で、自分の作品の幅を広
げる。

1

2

3

4

イラストレーション科
講師名： よしもとりえ

科目名：                イラストレーションⅡ

担当者実務経験：現役イラストレーター 講義種別：実習



□1年  □後期

講義種別： □講  義

到達目標

回 授業内容 課題内容 備考

授業の説明・目標を立てる 目標と対策を

立てる。

キャラクターデザインについて考える コンセプトを

キャラクターコンペを実施 考える

キャラクター

制作

プレゼン

批評

キャラクター制作について（描き分け編） 描き分け

キャラクター制作について（デフォルメ編） デフォルメの

方向性を決める

キャラクター制作について（シルエット編） シルエットで

個性を演出

キャラクター制作について（配色編） コンセプトに

あった色使い

実際にキャラクターデザインを制作 ニチデのキャラ

を擬人化しよう

プレゼン

批評

成績評価

14

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。 A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D評価）不

合格

大桒彩

8

9

10

11

12

3

4

5

6

7

イラストレーション科

キャラクターデザイン

デザインについての知識と業界に必要なスキルを身につける

1

2

13

担当者実務経験：元ゲーム制作会社イラストレーター、現在はフリーランスのイラストレーター



講師名： 大桒　彩

2年 前期

講義種別： 実習

到達
目標

回 授業内容 課題内容 備考

成績
評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を
算出。各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上    B評価）70～79点    C評価）60～69点    D評価）不合格

教科名：キャラクターデザイン

担当者実務経験：元ゲーム制作会社イラストレーター、現在はフリーランスのイラストレーター

10

11

12

13

14

5

6

7

8

9

1

2

3

4

イラストレーション科

15



科 講師名：宮川ちえ

科目名：デジタルイラスト １年生　後期

担当者実務経験：
ジュエリーデザイナー
イラストレーター
講師

講義種別：

到

達

目

標

Illustrator、Photoshop、クリップスタジオなどを用いてデジタル上のイラスト制作への理解を深める。

回 授業内容 課題内容 備考

1 オリエンテーション

授業内容の確認、成績の付け方

2 Illustratorを使った制作①

Illustratorの基本操作確認

3 Illustratorを使った制作②

制作のポイント確認

4 Illustratorを使った制作③

仕上げのポイント確認

Photoshopを使った作品制作①

基本操作の確認

6 Photoshopを使った作品制作②

ポイント確認

7 Photoshopを使った作品制作③

仕上げの確認

8 クリップスタジオを使った作品制作①

基本操作確認

9 クリップスタジオを使った作品制作②

制作過程のポイント

1
0

クリップスタジオを使った作品制作③

仕上げのポイント確認

1
1

ソフトを利用した作品制作①

エスキース、下書き

1
2

ソフトを利用した作品制作②

1
3

ソフトを利用した作品制作③

1
4

PF制作①

今年度の制作のまとめ

1
5

PF制作②

成

績

評

価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格



講義種別：実習

回 課題内容 備考

GW

夏休み

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

課題②

講評

課題③

課題③

講評・検討会

課題②

課題③

課題③

講評・振り返り

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

課題①

課題①

講評会

9

課題②

課題②

課題②

講評・検討会

課題①

作品チェック

課題①

課題①

講評・検討会

担当者実務経験：ジュエリーデザイナー、予備校講師、作家

到
達
目
標

デジタルを介した自分の作品のみせ方を考え、第三者とコミュニケーションをとったり、
提案をできるようにデジタルでの制作の理解を深める。

授業内容

1

オリエンテーション

授業について・目標設定

イラストレーション科 講師名：宮川ちえ

科目名：デジタルイラストⅠ 2年生 前　　期



2年 後期

講義種別： 講  義

講義種別： 実習

到達目
標

回 授業内容 課題内容 備考

前期の振り返り（クロッキー） クロッキーを

行います

パース定規を使って背景を制作する パースを使った

背景の制作

アプリの画面を制作（素材編） UIに必要な

素材を制作

アプリの画面を制作（UIデザイン編） コンセプトに

沿ってUIを制作

オリジナルアバターを制作（箱庭ゲーム風） オリジナルアバ

ター
を制作する

成績評
価

デジタルイラスト

デジタルで表現の幅を広げる

1

2

担当者実務経験：
元ゲーム制作会社イラストレーター、現在はフリーランスのイラストレーター

13

14

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。 A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評
価）60～69点  D評価）不合格

大桒彩

8

9

10

11

12

3

4

5

6

7

イラストレーション科



講義種別：実習

回 課題内容 備考

GW

夏休み

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

課題②

課題②

講評

課題③

課題③

検討会・講評

課題③

課題③

講評・振り返り

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

講評・検討会

課題①

課題①

9

講評

課題②

課題②

課題②

検討会・講評

課題①

課題①

課題①

担当者実務経験：ジュエリーデザイナー、予備校講師、作家

到
達
目
標

デジタルを介した自分の作品のみせ方を考え、第三者とコミュニケーションをとったり、
提案をできるようにデジタルでの制作の理解を深める。

授業内容

1

オリエンテーション

授業について・目標設定・ポートフォリオチェック

イラストレーション科 講師名：宮川ちえ

科目名：デジタルイラストⅡ 3年生 前　　期





２年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

カードデザイン

デザイン実践 各自進行

カードデザイン

デザイン実践 各自進行

カードデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

サインデザイン

デザイン実践 各自進行

サインデザイン

成
績
評
価

6

7

4

5

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15

12

13

14

8

9

10

11

2

担当者実務経験：　フリーランスのイラストレーターデザイナーとして活動、また、複数の専門学校でデザインの授業を行う

3

イラストレーション科 講師名：大島　遊季

科目名：グラフィックデザインⅠ

グラフィックデザインにおいて、アイデアの「考え方」や「引き出し」がないとデザインはできません。
３年時に行う実践に向けてまずは１年間デザインの基礎的な知識を学びます。

1



講師名： 亀井　哲治

2年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

オリエンテーション

室内のパースについて

室内のパースの構図を使用した作品制作１

室内のパースの構図を使用した作品制作２

室内のパースの構図を使用した作品制作３

完成した作品のプレゼンと講評

次回の課題と説明

建造物のある屋外のパースについて

建造物のある屋外の構図を使用した作品制作１

建造物のある屋外の構図を使用した作品制作２

建造物のある屋外の構図を使用した作品制作３

完成した作品のプレゼンと講評

次回の課題と説明

風景のパースについて

風景のパースの構図を使用した作品制作１

風景のパースの構図を使用した作品制作２

風景のパースの構図を使用した作品制作３

完成した作品のプレゼンと講評

成
績
評
価

イラストレーション科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1

2

3

4

5

担当者実務経験：美大受験予備校に１９年勤務。デザインやイラストの仕事にも携わり、その後
フリーランスの講師として活動。日本デザイナー学院では描写、背景作画、デジタル表現、アニ
メーション、Adobe検定、美術人体解剖学、コミックイラスト基礎、コミックイラスト１、コンセプト
アート、漫画アニメゲーム史概論などの授業を過去に担当。現在、香蘭女子短期大学でカラー
コーディネート演習、アニメーション演習を、九州産業大学ではコミックイラストレーション実習を
担当。

8

9

6

7

科目名：コンセプトアート

基本的な背景制作におけるパースの知識や技術の習得。ゲームやアニメーションにおけるコンセプトアートの考え方を習得
する

14

15

12

13

10

11



講義種別：実技

回 課題内容 備考

成
績
評
価

担当者実務経験：美大受験予備校に１９年勤務。デザインやイラストの仕事にも携わり、その後フリーランス
の講師として活動。日本デザイナー学院では描写、背景作画、デジタル表現、アニメーション、Adobe検定、美
術人体解剖学、コミックイラスト基礎、コミックイラスト１、コンセプトアート、漫画アニメゲーム史概論などの授業
を過去に担当。現在、香蘭女子短期大学でカラーコーディネート演習、アニメーション演習を、九州産業大学で
はコミックイラストレーション実習を担当。

イラストレーション　科 講師名：亀井哲治

科目名：コンセプトアート
□１年生
□２年生
■３年生

■前　　期
□後　　期

到

達

目

標

　曖昧なイメージから明確な「第三者に伝わる」ビジュアルに仕上げる考え方とテクニックを学ぶ。

授業内容

1

授業ガイダンス　ゲーム企画

2

企画内容の精査とラフへの展開

3

タイトルロゴ制作

4

UI制作

5

キャラクター制作　CIL同一テーマ作品制作

6

背景制作　CIL同一テーマ作品制作

7

ゲーム画面制作　CIL同一テーマ作品制作

8

CIL同一テーマ作品制作

9

プレ卒制企画

10

プレ卒制制作

11

プレ卒制制作

12

プレ卒制制作

13

プレ卒制制作

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

プレ卒制制作

15

プレ卒制　審査・講評

1



１年 後期

講義種別： 演習

到達
目標

回 授業内容 課題内容 備考

オリエンテーション

イラストレーション科コンクール準備 展示について

写実系について① 鉛筆画

写実系について② アクリル画

密度系について① ペン画

物語系について① エスキース

物語系について② アクリル画

ヘタうま系について アクリル画

物質系について アクリル画

色面系について① エスキース

色面系について② アクリル画

日本美術系について アクリル画

サブカルチャー系について アクリル画

インターネット・アート系について デジタル

まとめの作品制作 自由

審査、講評 プレゼン

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1

2

3

4

5

8

9

6

7

14

15

12

13

10

11

講師名：        鳥越　一輝

科目名：ビジュアルアート

アートにおける様々な技法やスタイルを歴史的な位置付けとともに学び、理解する。自分 に合った様式を研究する中で、表現
の可能性を広げる。

イラストレーション科

担当者実務経験：現役のアーティストとして活動中。



講義種別：

回 課題内容 備考

個人と面談

人物

次回までに50ドローイング

静物

次回までに50ドローイング

イメージの具現化
制作状況みて次回講評か判断

イメージの可視化

写真からペインティングへ

自主制作課題

それぞれ別課題へ

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

自主制作課題

成
績
評
価

写真からの表現　講評

自主課題

イラストレーション科 講師名：鳥越一輝

科目名：ビジュアルアート
□ １年生
■ ２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

対象からの想像

作家としての自主制作性の向上

授業内容

6

7

静物ドローイング

写真からの表現

13

14

15

自主課題

自主課題

対象からの想像

2

3

4

5

担当者実務経験：

到
達
目
標

人物ドローイング

1

制作とは

9

8

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

自主課題

自主課題

10

自主課題

自主課題

自主課題

11

12



２年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

オリエンテーション

イラストレーション科コンクール準備 作品提出

グループ展企画① 役割設定

グループ展企画② 会場決定

グループ展企画③ テーマ決定

グループ展企画④ DM制作

グループ展企画⑤ SNSについて

グループ展企画⑥ ステイトメント

グループ展展示作品制作 エスキース①

グループ展展示作品制作 エスキース②

グループ展展示作品制作 本制作準備

グループ展展示作品制作 本制作①

グループ展展示作品制作 本制作②

グループ展展示作品制作 本制作③

グループ展展示準備 キャプション

展示

審査、講評

成
績
評
価

講師名： 鳥越一輝

科目名：ビジュアルアート

グループ展の企画・運営という実践的な活動を通して、作品を制作すること以外にアー ティストとして必要なスキルや心構えを
身につける。

イラストレーション科

2

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

担当者実務経験：現役のアーティストとして活動中

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15



1年 後期

担当者実務経験：福岡で活躍する現役グラフィックデザイナー 講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

Illustrator応用

イラレの基礎技術を応用し自分のアバターキャラクター制作

Illustrator応用

イラレの基礎技術を応用し自分のアバターキャラクター制作

Photoshop応用

フォトショの基礎技術を応用し、SF感のあるフォトコラージュ制作

Photoshop応用

フォトショの基礎技術を応用し、SF感のあるフォトコラージュ制作

Illustrator 広告トレース

実際の広告を1からトレースしながらデータを再現する

Illustrator 広告トレース

実際の広告を1からトレースしながらデータを再現する

年賀状デザイン

学校の年賀状デザインコンペ制作

年賀状デザイン

学校の年賀状デザインコンペ制作

リソグラフ年賀状コンテスト

RISO科学社様の年賀状コンテスト作品

リソグラフ年賀状コンテスト

RISO科学社様の年賀状コンテスト作品

リソグラフ年賀状コンテスト

RISO科学社様の年賀状コンテスト作品

リソグラフ年賀状コンテスト

RISO科学社様の年賀状コンテスト作品／プレゼンテーション

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

制作進行

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

制作進行

最終課題プレゼン発表

成
績
評
価

12

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15

13

14

7

8

9

10

11

2

3

4

5

6

共通科目 落合　次郎

科目名：デジタルデザイン

Adobeソフトを幅広く理解し、紙媒体における表現技術の幅を広げる。

1



２年 前期

講義種別： 演習

到達目標

回 授業内容 課題内容 備考

Photoshopにてロトスコープアニメーション制作

開始

Photoshopにてロトスコープアニメーション制作

制作進行

Photoshopにてロトスコープアニメーション制作

提出・SNSに適したデータ書き出し

コラボ授業／地元アイドルの新ロゴ＆新しいグッズ企画

アイドル本人たちとディスカッション

コラボ授業／地元アイドルの新ロゴ＆新しいグッズ企画

企画検討・デザイン検討

コラボ授業／地元アイドルの新ロゴ＆新しいグッズ企画

制作進行

コラボ授業／地元アイドルの新ロゴ＆新しいグッズ企画

プレゼン発表

キャラクターアニメーターにてキャラを動かす

開始

キャラクターアニメーターにてキャラを動かす

制作進行・音収録＆プレミアにて音編集

キャラクターアニメーターにてキャラを動かす

提出・プレゼン発表

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

制作開始・動画構想企画

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

制作進行

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

制作進行

最終課題：今期学んだテクニックを活かし動画制作

提出日

最終課題プレゼン発表

成
績
評
価

1

2

落合　次郎

教科名：デジタルデザイン

Adobeソフトを幅広く理解し、映像、紙媒体における表現技術の幅を広げる。

共通科目

担当者実務経験：福岡で活躍する現役グラフィックデザイナー

7

8

5

6

3

4

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

13

14

9

10

11

12



講義種別：

回 課題内容 備考

講義　意見交換

アイデア6点提出

講師と展開

自己の追求

日常から制作への着想

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

個別課題

成
績
評
価

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

イラストレーション科 講師名：鳥越一輝

科目名：アートゼミ
□１年生
□２年生
■３年生

■前　　期
□後　　期

担当者実務経験：

到
達
目
標

作家としての自主制作性の向上

授業内容

1

作家の自主制作とは

それぞれの日常　卒制に向けて

アイデアから制作へ展開

2

9

10

11

12

13

14

15

3

4

5

6

7

8

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

自分の興味　関心とは

それぞれの日常　制作

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　

それぞれの日常　





講義種別：実習　講義

回 課題内容 備考

成
績
評
価

担当者実務経験： フリーランスイラストレーター

イラストレーション科 講師名：小宮　貴一郎

科目名：イラストレーションⅠ
□１年生
□２年生

☑︎３年生

☑︎前　　期
□後　　期

到
達
目
標

商業イラストを前提とし、卒業制作をはじめとした、より高度な制作のための技術、考え方、その他（計画性、リサーチ方法など）の向
上を目指します。

授業内容

1

授業方針、成績基準、課題ルールの説明。授業内容の確認のためのヒアリング

2

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

3

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定

4

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

5

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

6

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定

7

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

8

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

9

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

10

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

11

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

12

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

13

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎

15

技術の応用、実践、中期スパンの課題、ゲスト講師、インプットのための美術館訪問、などを予定︎



講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

記録制作

広報施策

チラシ、プレスリリース

制作１

制作２

実施１

実施２

振り返り

次学期へ向けて

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

記録発表

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

PISHATTOやテーマについて、あるいは昨年度の課題について、対話する

テーマ設定１

テーマ設定２

9

フィールドワーク

テーマの種を探す

フィールドワークまとめ

対話１〜ワールドカフェ体験〜

担当者実務経験：建築デザインに従事し22年。
　　　　　　　　　　　  建物とその場所の利用方法まで提案する現役クリエイター

到
達
目
標

社会課題について思考し、自分ごととして課題設定する。
設定した課題に対して、デザイン的な解決を提案する。
課題から解決への道筋（プロセス）を論理立ててストーリー化する。
全ての過程において他者の意見を聞き、協働する。
以下、仮の進行で、フィールドワーク等、初期の対話によって変動あります。

授業内容

1

ガイダンス

PISHATTO紹介

イラストレーション科	 講師名：斉藤昌平

科目名：ソーシャルデザイン
□１年生
■２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期



3年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

SDGsの基礎的な知識を知る。これまでとこれからの世界の動きをデータから学ぶ。

SDGsの基礎的な知識を知る。これまでとこれからの世界の動きをデータから学ぶ。

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SGDsの掲げる目標について具体的事例やプロジェクトを学ぶ。

SGDsの掲げる目標について具体的事例やプロジェクトを学ぶ。

課題：2名１チームになってSDGsの目標から１つを選び、リサーチしてSDGsデザインボード（仮）を作成する。

課題：2名１チームになってSDGsの目標から１つを選び、リサーチしてSDGsデザインボード（仮）を作成する。

テーマとリサーチ内容を発表。

テーマとリサーチ内容を発表。

途中経過を発表。

途中経過を発表。

最終発表。

最終発表。

成
績
評
価

担当者実務経験：WEB制作、現役デザイナー。現在高齢者の働く場の創設で注目されている

イラストレーション科 講師名　大熊充

科目名：ソーシャルデザイン

SDGsの基礎的な知識を身に着ける。SDGsの掲げる目標に如何にデザイン視点から事業を生み出していくのか、考え方を知る。SDGsを通して2030年の未来がどうあるの
か、未来を予測しながら行動することを心がける。授業に生徒で学んでもらいたいのはこの３点です。SGDsはこれから新規事業やイノベーション、経済を動かす点において
なくてならない視点であり、そこにはデザイン的思考が必要とされ、これからデザインを志す者からすればブルーオシャン（未開拓市場）が広がっています。（個人的には成
熟した経済ではそこでしか発展する余地はないように思える。）講師である自分自身もSDGsについては深い見識を持つわけではなく生徒と共に学ぶ意識で取り組みます。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15



3年 後期

担当者実務経験：WEB制作、現役デザイナー。現在高齢者の働く場の創設で注目されている 講義種別： 演習

到
達
目
標

回 　 課題内容 備考

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

総評

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

2

3

4

5

8

9

6

7

14

15

12

13

10

11

講師名　大熊充

科目名：ソーシャルデザイン

これまでに学んだソーシャルデザインをベースに自ら問題を見つけ、
ソーシャルデザインで解決方法と仕組みを考え発表する

1

イラストレーション科



講義種別： 実技

回 課題内容 備考

成

績

評

価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

練習問題

〃

〃

〃

〃

振り返り
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

〃

〃

9

ポートフォリイオサイトコーディング　SP版       

〃

〃

ポートフォリイオサイトコーディング　PC版

〃

〃

担当者実務経験：

●所属：株式会社ORENCH / ディレクター

●実務：コーポレートサイト、ランディングページにおけるディレクション～デザイン制作～コーディング担当

到

達

目

標

Webデザイン～コーディングまでの過程を理解し、簡単なポートフォリオサイトを作れるようになる

授業内容

1

前回までの振り返り・HTMLとCSSの基礎・ポートフォリイオサイトコーディング

イラストレーション科 講師名：下池弘太

科目名：WEBデザイン

□１年生

■２年生

□３年生

□前　　期

■後　　期



３年 前期

講義種別： 演習

到達
目標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

14
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

13
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

12
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

11
・コーディング 最低でもトップ

ペー ジは完成さ
せる

10
・コーディング

9
・コーディング

8
・コーディング

7
・コーディング

6
・コーディング

5
・コーディング

4
・CSSのおさらい３（テキスト・色・背景関連）

・background, border, color, font-family, font-size, font-weight

3
・CSSのおさらい２（レイアウト関連）

・display, flex

講師名：下池弘太

教科名：WEBデザイン

・２年次に制作したデザインを基にサイトを完成させる

イラストレーション科　　	

2
・CSSのおさらい１（レイアウト関連）

・width, height, margin, padding, position

授業内容

1
・HTMLのおさらい

・head要素（title, meta, linkなど）・body要素（ブロック要素・インライン要素）

担当者実務経験：デザイン会社にてwebデザイナーとして活躍する現役クリエイター



 ２０２２年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１IL科 講師名：池田美保

科目名：プレゼンスキル □１年生

□後　　期

担当者実務経験：元ラジオ局アナウンサー／現ラジオ番組パーソナリティー／番組ディレクター 講義種別：　実習・講義

到達目標伝え方の基礎を身につける

回 授業内容 課題内容 備考

1

10/12　自己紹介／社会で求められるコミュニケーション能力と伝えるチカラ／プレゼンテーションとは

／どんな時にプレゼンは必要か／この一年で学ぶ事(評価方法含む）／具体化して話す

2

10/19　プレゼンに必要な5つの要素／説明プレゼンの手順「分析」「構築」「構成」「伝える」

説明・提案プレゼン／話の組み立て「ホールパート」「PREP」「時系列」／「ホールパート法」実習

3

10/26　「ホールパート法」発表／プレゼンの初頭効果／メラビアンの法則／声をコントロール実習

／わかりやすく伝えるコツ（テン、テン、マル法則ほか）／話の組み立て「時系列法」実習

4

11/2　「変則時系列」実習／「説明」「報告」「発表」の違い／わかりやすい表現（言葉）

／ビジュアルツール活用／プレゼンで重要な「視覚」と「聴覚」／話の組み立て「PREP法」実習

5

11/9　論理的に考える目的／論理面を強化する／三角ロジック「主張」「論拠」「データ」

／論理的思考（説得力向上のポイント）／聞き手の論理と感性に訴える／実習　論拠を探す

6

11/16 分析とは（洞察と観察）　／コア・メッセージを決める／主張裏づけデータの重要性

／情報の集め方／SNSの情報判断チェック／統計情報の探し方／裏付けデータを探す

7

11/30 「裏付けデータ」発表／態度が変化するプロセス

／情報の整理／情報のグルーピング／図解の活用ポイント

8

12/7 プレゼンの目的を明らかにする／課題の整理／「問題」と「課題」の違い

／プレゼン実習課題発表／プレゼンの成功は時間割／課題実習準備

9

12/14 プレゼンテーションの構成／聞き手を分析する／プレゼンの基本的要素

「現状分析」「問題発見」「原因追及」「解決策」／課題実習準備

10

12/21　客観性のある問題分析／本題部分の展開「序論」「本論」「結論」／台本作成について

／課題実習準備

11

1/11　右脳に働きかける表現法／対面とオンラインの活かし方／ビジュアルツールの活用

／課題実習準備　（メインメッセージと台本構成各自指導）

12

1/18 課題実習リハーサル

／話すスピードをコントロールする／間の活用／響く声

13

1/25 課題実習（収録）Aグループ

14

2/1課題実習（収録）Bグループ

15

2/8　実習課題の録音再生（各自フィードバック）

成績評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1



2IL科 講師名： 池田美保

科目名：プレゼンスキル □２年生
 □前　　期


担当者実務経験：元ラジオ局アナウンサー／現ラジオ番組パーソナリティー／番組ディレクター 講義種別：　実習・講義

到達目標　発想と要約力の強化。　相手を意識して「説得するチカラ」を身につける。

回 授業内容 課題内容 備考

1

4/19　説明型プレゼンと提案型プレゼン／発想トレーニング法について 多角的発想を意識

　　　　

2

4/26　プチ・アイデア遊ぶ　／情報の視覚化ほか 思考の可視化

　　　 分析・要約・説明・説得の再確認

3

5/10　価値提案思考＜ニーズとシーズ＞／「やりたいこと」を見つける（自己分析） 自分の価値を見出す

　　　　 提案型プレゼンテーション課題発表

4

5/17  課題の流れ（作業手順）について／提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 情報収集で重要な事を知る

    

5

5/24　ブランド分析（企業の特徴をつかむ）／提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 相手（企業）を知る

       

6

5/31　企画の定義／提案型のベネフィット表現について／提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 魅力的な企画を意識

　　　　

7

6/7　　提案型プレゼンテーション準備　（個別指導） 魅力的な企画を意識

　　　　

8

6/14　チェックポイント　リストの活用／パフォーマンスのコツ　／Aグループリハーサル  (個別指導） 客観的に見つめる

　　　

9

6/21  臨機応変の重要性／効果的な発問方法ほか　／Bグループリハーサル  (個別指導） 聞き手に近づく方法

     

10

6/28  Aグループ　提案型プレゼンテーション　実習 録画

         

11

7/5　  Bグループ　提案型プレゼンテーション　実習 録画

12

7/12   A・Bグループ　提案型プレゼンテーション　フィードバック／問題解決思考／　夏休み課題発表 思考の見直し

       

13

8/30　夏休み課題ショートプレゼンテーション　 短期間で仕上げること

         

14

9/6  夏休み課題ショートプレゼンテーション　実習 短期間で仕上げること

録画

15

9/13   夏休み課題ショートプレゼン　フィードバック／　 一年間の（１年後期・２年前期）まとめ 再生チェック

       　これからのプレゼンテーションのために 総まとめ

成績評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1



講師名： 森  賢太郎

２年 後期

講義種別： 実習

到達目標

回 授業内容 課題内容 備考

SELF MANAGEMENT C+B6:B21HECK セルフスタイリング画の作成

現在の自分と理想の自分をデザイン画として起こし、客観的な観点からのチェックを行う

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022SUMMER TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（3/4）※マップ制作 マップ制作

2022年のトレンドチェックを行い、MAP作成

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック プレゼン

2022年のトレンドマッププレゼン

URBAN OUTDOOR MAP作成（1/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（2/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（3/3） プレゼン

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マッププレゼン

2022MONOTONE MAP作成（1/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2022MONOTONE MAP作成（2/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2022MONOTONE MAP作成（3/3） プレゼン

モノトーンテーマのマッププレゼン

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022年TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2022年のレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（3/4）※マップ制 マップ制作

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（4/4）※マップ制作 プレゼン

2022年トレンドマップのプレゼン

成績評価

7

8

14

15

9

2

3

4

5

6

客観的に自分を見られるようになること/多くの選択肢の中から自己表現手法を選択出来るようになること

イラストレーション科

センスアップ・スタイリング

担当講師実務経験：CMや広告制作において、ファッションスタイリストとして活躍中

1

10

11

12

13

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。 A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D評価）不合格



講義種別： 実技

回 課題内容 備考

トレンドリサーチ

発表

リサーチ結果をマップ制作

リサーチ結果をマップ制作

提出

スタイリングプラン作成

撮影

撮影写真を使用して構成作成

撮影写真を使用して構成作成

構成作品プレゼン

リメイク作品プラン出し

制作

制作

スタイリングフォト撮影

トレンドリサーチ

発表

制作

制作・完成提出

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

2022AWトレンドマップ作成（2/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

15

2022AWトレンドマップ作成（3/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

12

スニーカーリメイク（4/4)

撮影

13

2022AWトレンドマップ作成（1/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

10

スニーカーリメイク（2/4)

スニーカーリメイク作成

11

スニーカーリメイク（3/4)

スニーカーリメイク作成

8

セルフスタイリング（5/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

9

スニーカーリメイク（1/4)

スニーカーリメイク作成

6

セルフスタイリング（3/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

7

セルフスタイリング（4/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

4

セルフスタイリング（1/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

5

セルフスタイリング（2/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

2

2021SWトレンドリサーチ(2/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

3

2021SWトレンドリサーチ(2/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

到

達

目

標

選択肢を増やし、客観的視点からセルフプロデュースを出来るようになる。
多くの選択肢を持つ為にトレンド含めリサーチの重要性と方法を学ぶ。

授業内容

1

2021SWトレンドリサーチ(1/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

担当者実務経験：フリーランススタイリスト25年（広告・雑誌・CM）

イラストレーション科 講師名：森　賢太郎

科目名：センスアップ・スタイリング □３年生 □前　　期



回 授業内容 課題内容 備考

アルファベット、数字 覚えた表現を実際に声
に出して言う

①ウォームアップ
（アルファベット・
数字・簡単なQ&A）

簡単なQ&A、自己紹介 （他進み具合に応じて
適宜）

②進み具合に応じて
ゲーム

（以下同） （以下同）

英語で自己紹介

アルファベット・数字の書き取り

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重さ）

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、金額）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、1,000以上の数）

8
ゲーム大会 復習しながら息抜き

9
アルファベット・数字・その他に関する（生徒による）Q&A

これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重
さ）
これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、金額、1,000以上の数）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

自己紹介文を作成・練習

総復習

自己紹介発表（各3分）

成
績
評
価

講義種別：講義

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
□１年生
☑２年生
□３年生

☑前　　期
□後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

到

達

目

標

到達目標：①間違いを恐れず話せるようになる。②知っている言葉を使ってできる限りコミュニケーションをとる努力ができるようになる。③アルファベット
と数字を使いこなせるようになる。④自己紹介ができるようになる。

14

第15回で発表する自己
紹介内容を作成・練習

これまで習ったこと
をもとに（授業＋自
宅で）作成

15

12

13

10

11

6

7

4

5

1

2

3



回 授業内容 課題内容 備考

前半の復習（会話形式） 覚えた表現を実際に声に出して言う ①ウォームアップ（アルファベッ

ト・数字・簡単なQ&A）

自己紹介 （他進み具合に応じて適宜） ②進み具合に応じてゲーム

（以下同） （以下同）

2 自己紹介センテンス（年齢など）

これまでの復習

基本ワード（体の部位、学校など）

これまでの復習

教室ワード（もの、活動など）

これまでの復習

学校ワード（先生、科目など）

これまでの復習

家族ワード（成員、家の間取りなど）

これまでの復習

食べ物ワード

8 ゲーム大会 復習しながら息抜き

これまでの復習

お金ワード（ショッピング、買い物など）

これまでの復習

交通ワード

これまでの復習

交換留学生との会話（興味のある内容を尋ねる）

これまでの復習

文化（アメリカの祝日カレンダーなど）

これまでの復習

空港（税関、入国審査など）

これまでの復習

テーマ発表内容を作成・練習

総復習

好きなテーマ発表（各3分）

成
績
評
価

講義種別：講義

到
達
目
標

到達目標：
①英語話者と英語による意思疎通を試みることができるようになる（知っている単語を駆使する、ジェスチャーを使うなど）。
②日常生活・海外旅行時の簡単な質疑応答ができるようになる。
③読む・書くだけでなく、聴く・話すができるようになる。

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
□１年生
☑２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

1

3

4

5

6

7

9

13

10

11

12

14 第15回で発表する好きなテーマ発表
内容を作成

これまで習ったことをもとに（授
業の最後＋自宅で）作成

15



講義種別： 実習

回 課題内容 備考

校外実習

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

制作

制作

中間講評

制作

制作

講評
15
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4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

個人面談

制作

9

制作

制作

中間講評

自己分析・企業分析・年間目標作成

ペーパーイン見学

個人面談

担当者実務経験：ジュエリーデザイナーとして３年間従事

到
達
目
標

・ポートフォリオ１冊作成
・就職活動に合わせて展開

授業内容

1

オリエンテーション

イラストレーション科 講師名：河西 香織

科目名：ポートフォリオ
□１年生
■２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期



講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習
15
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3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

9

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

ソーシャルスタイル理論

ポートフォリオプレゼン練習

ポートフォリオブラッシュアップ・希望者面接練習

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆就職活動に合わせてポートフォリオのクオリティを上げる
◆ポートフォリオのプレゼンスキルを身につける

授業内容

1

オリエンテーション

希望者個別面談・自己分析

イラストレーション科 講師名：河西香織

科目名：　ポートフォリオ
□１年生
□２年生
■３年生

■前　　期
□後　　期



□１年生
●２年生
□３年生

□前    期
●後    期

回 課題内容 備考

講義

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習
15

組織人としての心構え②

共働意識/チャレンジ・改善意識                総括

成績
評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D評価）不合格

13

ビジネススキル習得を目指して②

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

14

組織人としての心構え①

コスト意識/時間管理意識/顧客意識

11

総合個人対応④

一人ずつ対面で総合模擬練習①

12

ビジネススキル習得を目指して①

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

9

総合個人対応②

一人ずつ対面で総合模擬練習①

10

総合個人対応③

一人ずつ対面で総合模擬練習①

7

対面面接・オンライン面接対策⑤

質問項目分析

8

総合個人対応①

一人ずつ対面で総合模擬練習①

5

対面面接・オンライン面接対策③

質問項目分析

6

対面面接・オンライン面接対策④

質問項目分析

3

対面面接・オンライン面接対策①

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

4

対面面接・オンライン面接対策②

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

授業内容

1

後期（新年度4月からの講座）オリエンテーション

本年度の就職へ向けての環境認識

2

前期講座の振り返りと履歴書完成度の確認    個人対応含む

メール・電話での問い合わせのルール確認

到達目

標

単なる内定を勝ち取る為の攻略講座ではなく当講座を通してあらためて自らを振り返り、客観的な自己分析のもとに就職活動を

展開していくことを目指す。

講座内容をより実践的な形で体現していき、予定面談やイレギュラー面談にも全講座中、最優先で個人対応する。

就職後社会人・企業人として必要な資質を理解し即実践していけるようビジネススキルと社会一般常識なども身につけることを

目標とする。

共通科目 講師名：財津香壽子

科目名：   就職面接対策

講義種別：講義

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジなど
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現在）



講義種別：講義／実習

回 課題内容 備考

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・ワーク

DVD視聴

ワーク

ワーク

成
績
評
価

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジなど
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現在）

イラストレーション科 講師名：財津香壽子

科目名：就職面接対策 ３年生 　　前　　期

到
達
目
標

①自分らしいキャリアについて主体的・能動的に考察し、卒業後の進路を自ら選択・決定できるようになる。
②就職活動の流れ・ポイントを理解し、主体的に取り組むことができるようになる。
③社会人として求められる心がまえ・姿勢や能力が理解でき、それを実践できるようになる。
✤本講座は、就職だけを到達目標とするのではなく、卒業後の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる「社会に出るため
の準備教育」である。
✤講座内容を実践に活かすために、全講座を通して、個別対応・指導を実施する。

授業内容

1

オリエンテーション（後期の内容など）

自己PRの書き方

2

自己PR作成

3

ガクチカの書き方

個別対応

個別対応

4

ガクチカ作成

個別対応

5

趣味・特技・参加イベント、志望動機の書き方

個別対応

6

他己分析（ジョハリの窓）

個別対応

7

身だしなみ

個別対応

8

面接とは？　面接の形式と流れ

個別対応

9

ウェブ面接・グループディスカッションのポイント

個別対応

10

面接の質問と答え方

個別対応

11

自己分析ワーク

個別対応

12

ビジネスに必要な8つの意識とぎ

個別対応

13

プロフェッショナルとは？

DVD視聴

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

組織人としての心構え①

共に働く力：コミュニケーションゲームを通して学ぶ

15

組織人としての心構え②

まとめ／3年後のキャリアプラン作成
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	ソーシャルデザイン２後期
	ソーシャルデザイン3年前期
	ソーシャルデザイン3年後期
	WEBデザイン2年後期
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